
第 7回政策形成会議 次第 

 

 

と き：平成 26 年 9 月 18 日 

 午後 1時 30 分～ 

 （総務常任委員会終了後） 

ところ：第 3委員会室 

 

(1) 意見照会に対する理事者からの意見について（資料①） 

 

 

(2) 市民の意見を聴く会について 

 ア 運営体制･役割分担（案）について（資料②） 

 イ 配付資料（案）について（資料③） 

 

 

(3) その他 

 ア 条例制定に向けた今後のスケジュール（案）について（資料④） 













空き家等の適正管理及び活用促進に関する条例（案） 意見を聴く会 

運営体制・役割分担（案）について 

 

１ 運営体制 

案１ ２班体制（正副議長＋委員８人で対応） 

   Ａ班…佐藤議長、笹川座長、橋爪委員、近藤委員、杉田委員 

   Ｂ班…江口副議長、石平副座長、内山委員、武藤委員、塚田委員 

      

案２ ２班体制（正副議長＋委員８人＋応援議員２人で対応） 

   Ａ班･･･佐藤議長、笹川座長、橋爪委員、近藤委員、杉田委員、応援議員 

   Ｂ班･･･江口副議長、石平副座長、内山委員、武藤委員、塚田委員、応援議員 

 

２ 役割分担  

班 日時 会場 案１（各班 5人） 案２（各班 6人） 

Ａ 

10/13(月･祝) 

14:00～15:30 

板倉 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 

挨拶:議長、説明:座長 

進行:橋爪委員、記録:近藤委員 

写真･マイク:杉田委員 

 

挨拶:議長、説明:座長 

進行:橋爪委員 

記録:近藤委員、杉田委員  

写真･マイク:応援議員 1人 

Ｂ 
柿崎地区 

公民館 

挨拶:副議長、説明:副座長 

進行:内山委員、記録:武藤委員 

写真･マイク:塚田委員 

 

挨拶:副議長、説明:副座長 

進行:内山委員 

記録:武藤委員、塚田委員  

写真･マイク:応援議員 1人 

Ａ 

10/13（月･祝） 

18:30～20:00 

春日謙信 

交流館 

挨拶:議長、説明:座長 

進行:近藤委員、記録:杉田委員 

写真･マイク:橋爪委員 

 

挨拶:議長、説明:座長 

進行:近藤委員 

記録:橋爪委員、杉田委員  

写真･マイク:応援議員 1人 

Ｂ 
レインボー

センター 

挨拶:副議長、説明:副座長 

進行:武藤委員、記録:塚田委員 

写真･マイク:内山委員 

 

挨拶:副議長、説明:副座長 

進行:武藤委員 

記録:内山委員、塚田委員  

写真･マイク:応援議員 1人 

Ａ 

10/16（木） 

18:30～20:00 

浦川原 

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 

挨拶:議長、説明:座長 

進行:杉田委員、記録:橋爪委員 

写真･マイク:近藤委員 

 

挨拶:議長、説明:座長 

進行:杉田委員 

記録:橋爪委員、近藤委員  

写真･マイク:応援議員 1人 

Ｂ 市民プラザ 

挨拶:副議長、説明:副座長 

進行:塚田委員、記録:内山委員 

写真･マイク:武藤委員 

 

挨拶:副議長、説明:副座長 

進行:塚田委員 

記録:内山委員、武藤委員  

写真･マイク:応援議員 1人 
 

資料② 
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上越市空き家等の適正管理及び活用促進に関する条例(案)の概要 

定義（第 2条） 

 

・建物その他の工作物で、継続して使用されていないもの及びその敷地 

・空き地（用途地域外にあっては、農林業用地を除く。） 

空き家等 

 

ア 老朽化又は積雪、台風、地震等によって、建物等が倒壊し、瓦や外壁などの建築資材等が飛散
し、若しくは剥落し、又は建物等から落雪することで、第三者の生命若しくは身体又は財産に被
害を与えるおそれがある状態 

イ 空き家等に不特定の者が侵入することにより火災若しくは犯罪が生じ、又は生じるおそれがあ
る状態 

ウ 空き家等に樹木等が繁茂し、又は動物等が棲みつき、若しくは繁殖すること等により、周囲の
衛生を害し、又は景観を著しく損なうおそれがある状態 

エ 老朽化又は倒壊した建物等により、周囲の景観を著しく損なうおそれがある状態 

管理不全な状態 

 

・空き家等の所有者又は管理者 

所有者等 

目的（第 1条） 

 

空き家等が増加し、防災、防犯、衛生、環境等の市民の生活環境に深刻な影響を及ぼしている現状 
 【参考】 空き家数(2013 年住宅･土地統計調査）：全国 820 万戸、新潟県 13.2 万戸 

対策条例を制定した自治体数    ：355 団体 (平成 26 年 4月 1日現在) 

 

空き家等の   適正な管理 

活用の促進 

対策  

市民の生活環境を保全し、もって魅力あ

るまちづくりの推進に寄与すること 

目的 

現状 

危険空き家等を増やさない 
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責務・役割（第 4条－第 6条） 

 
 
空き家等が管理不全な状態にならないように自らの責任において適正に管理しなければいけません。 

所有者等の責務 
（第 4条） 

 

・管理不全な状態にある空き家等の増加防止を図るため、それぞれが協力し、又は一人一人が主体的

に安全で良好な生活環境の確保に努めます。 

・市がこの条例に基づき実施する施策に協力するよう努めます。 

・管理不全な状態にあると疑われる空き家等を発見したら、速やかに市に情報提供するよう努めます。 

【市民の取り組みの例】 

・地域での見回り活動 

・雪下ろしや草刈りなどが必要なときに、近隣住民が所有者等に連絡 

 

・管理不全な状態にある空き家等に関する情報を収集するとともに、情報を適切に管理するために必

要な措置を講じます。 

・市は、空き家等に関する対策についての計画を策定し、空き家等の適正な管理及び活用促進がなさ

れるよう、必要な施策を実施します。 

【施策の例】 

・空き家等に関する情報を収集し、データベース化 ⇒ 適正な管理がされているか定期的に確認 

・空き家等に関する情報を提供 ⇒ 空き家バンクの創設（移住･定住等の促進、仕事の場の提供） 

・福祉施設や農家レストランとして積極的に再利用       など 

市の責務 
（第 5条） 

市民の役割 
（第 6条） 
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（通常） （緊急時） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

実態調査 

管理不全空き家等

の認定 

の認定 

助言又は指導 

勧告 

命令 

公表 

代執行 

(第 7 条) 

(第 8 条) 

(第 10 条) 

(第 11 条) 

(第 13 条) 

(第 20 条) 

・緊急性 

・必要最小限度 

緊急安全措置 

(第 14 条) 

(第 9 条) 

(第 12 条) 

罰則（過料） 

他に手段なく、放置す
ることが著しく公益に
反する場合 

立入調査 

(第 15 条) 

・必要なとき 
・必要な限度 

手続（第 7条－第 15 条、第 20 条） 

(第 13 条) 

所有者情報や倒壊等の 

危険性を調査します。 

調査の結果、管理不全な状

態にあると認める場合、認

定を行います。 

所有者等に対し、空き家等

の管理や活用について助

言･指導を行います。 

助言や指導に応じない場

合、期限を定めて、措置を

講ずるよう勧告します。 

勧告に従わない場合、

期限を定めて命令を

行います。 

命令にも従わない場

合、所有者の住所･氏

名や空き家の所在地

などを公表します。 

公表されてもなお、命

令に従わない場合は、

5万円以下の過料に処

せられます。 

場合によって

は、行政代執行

の適用があり

ます。 

危険が差し迫っており、

緊急かつ、やむを得ない

場合には、必要最小限の

措置を行います。 

【措置の例】 

・飛散の可能性のある屋

根をシートで覆う 

・倒壊の危険のある建物

の敷地に侵入禁止の

ロープを張る  など 

必要な場面で、必要な範囲

において、敷地等に立ち入

って調査を行います。 
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施策等（第 16条－第 18 条） 

 
 

所有者等が条例の目的達成のために取り組むことに関し、必要な支援を行います。 

【支援の例】 

・老朽危険空き家の除却費用の一部補助 

・市が必要とする土地について、市が譲渡を受けて建物等を除却し、土地を活用する  など 

 

空き家等に関する対策の適切かつ円滑な実施に資するため、必要な税制上の措置を講じます。 

【措置の例】 

・住宅用地に係る固定資産税の特例措置の解除 など 

 

所有者等に対する支援 
（第 16 条） 

税制上の措置 
（第 17 条） 

 

危険回避のために必要があると認めるときは、警察、消防などの関係機関に対し、必要な協力を要請

します。 

 

関係機関との連携 
（第 18 条） 

その他 

 

この条例は、空き家等の問題が市民の安全で

良好な生活環境に影響を及ぼすことから、公

益上の必要があると認め、行政が関与しよう

とするものですが、民事裁判などにより当事

者間で解決を図ることにまで干渉するもの

ではありません。 

 

当事者間における解決
との関係（第 3条） 

 

この条例の施行に関し必要な事項は、執行

機関である市長が規則で定めます。 

内容は、例えば、管理不全な空き家等の認

定基準や立入調査の際の身分証明書の様式

などです。 

委任（第 19 条） 

時期 内容 

H26.10 
パブリックコメント(10/6～11/4) 

意見を聴く会(10/13･16 市内6会場) 

H26.12 
市議会 12 月定例会に議案提出 
条例公布 

H27. 4 条例施行 

  

今後のスケジュール 



空き家等の適正管理及び活用促進に関する条例制定に向けた今後のスケジュール（案）

（意見募集が8/1～8/30の場合）
８月 １月

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬

意
見
を
聴
く
会

そ
の
他

条
例
案
の
提
出

９月
時
期

作
業

１１月 １２月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

１０月

■パブリックコメント（意見募集）
（１０月６日～１１月４日）

■パブリックコメントの意思決定

及び結果公表の議長決裁

■パブリックコメント（結果公表）

■意見集約

■パブリックコメント
実施の議長決裁

■議会へ議案提出

（１２月○○日）

■意見提出者への回答

■議会招集
（１２月○○日）

■各派代表者会議
（１２月○○日）

■各派代表者会議
（９月○○日）

■全議員への説明
（○○月○○日）

■理事者側の意見集約

（８月２９日～９月１６日）

■政策形成会議の開催
（９月１８日）

■広報上越（１０月１日号）で周知

■意見を聴く会の開催
２班体制で６会場

（１０月１３日春日・直江津・板倉・柿崎区

１０月１６日高田・浦川原区）

■施行規則の作成（執行部）

■関係機関（警察・消防署）との協議（執行部）

■意見集約
■政策形成会議の開催
（１１月○○日）

■議長へ答申
（９月○○日）

■市長へ協力依頼
（８月２７日）

■市民意見の意思決定の議長決裁

■意見提出者への回答

■全議員への説明
（９月２５日）

■各派代表者会議
（○○月○○日）


